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I 研 ワ甘ブU の 目 的
第五学年「数量関係、」に関する調査結果を分析的に考察し ，数量関係の基礎的な知識 ・理解の実態
や，つまずきの様態をとらえ .関数指導を改善する資料U亡する。
I 研 究の 内 容 と 方法
i 分析的研究の対象にした全国学力調査問題




大聞の番号 分野領域等 ね ら し、 小聞の番号 小聞のね らい
数量関係 。点の座標を読 1 ⑪ グラフ上の点の座標を読み取る能力
回 陛 ;媒 みとる能力 2 ⑬ 直線のグラフと z軸との交点の座採を
読み取る能力
数畳関係 。一次の関係に 1 一次の関係、で変数忽の変化に対応する




数量関係 。具体的な事が ③ 時間の変化に伴う長方形の面積を一次
一次の関係、 らによる一次 関数で表わす能力
固 の関係につい ③ 時間の変化に伴う長方形の面積が時間
ての理解 と一次の闘係にあることについての理
解
(2) 調 査 問題
この研究の構想をたてたこるには ，本県 f全国の正答率は不明であったが .ここではそれを付
記する。
一-9 7ーー














/ 。 5 x 
a 
Y 
回 一次関数P3z+5について ，次の 1• 2の間いの答えを ，解答用紙に書き
なさい。
1 変数犯の値が 1ずつ婚すと，変数γの値はいくらずつ増すか。
2 変数Zの値が5からその 2倍の 6になったとき .そのときの変数Uの値は，
おの値がろであったときのyの値の何倍になるか。





































'4 0年度のものは ，この研究の顕初はモ聞ではあったが ，その後!こ判明したので参考のためかかげるこ
とにした。
領 域
昭和36年度 昭和37年度 昭和 38年度 昭和39年度 昭和4日年度
本県 全国 本県 全国 本県 全国 本県 全 ，国 本県 全国
数 57..8 58.3 40.6 45.5 46.9 53.0 44.2 52.0 55.3 56.6 
式 52.4 58.8 4 1.4 48.6 " 1.7 48.9 30.2 37.7 " 8.4 5五4
数量関係 44.9 50.7 29.7 33.8 30.6 34.6 40.2 44.5 30.7 36.8 
計 量 54.8 6 (1.2 34.0 38.2 34.1 38.4 ~ / / .-/ 
図 形 54.0 59.0 32.0 35.9 42.6 " 5.7 36.0 4 0.0 42.0 47.2 









次に.抽出校の中から選ばれた 5か絞の第3学年1学級ずつ計五学級の生徒を無作為抽出じて 10 0 
人を調査対象とする。
③ 応答調査陀よる結果の考察








位を決め，第1位の生徒をP1・第 2位の生徒をP2のように .以下こオUこならう。最下位の生徒を P10 Q 
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2 下の表の五つの一次関数について・次の①，② の聞いの答えを ・それぞれの
右の空らんに書きなさい。
①変数おの値が 1ずつ増すと ，変数νの{査はいくらずつ増すか。
②変数忽の値が5からその 2倍の4になったとき .そのときの変数gの笹は .
おの値が3であったときのyの値の何倍になるか。
一次関 数
ア y= 2 X 
イ uzfぉ






















































③ ν=3ぉ- 1の表わす直線の1頃き (ζうばい)は口である。
3 




















8 ともなって変わるこつの量おと yとがあって，その対応する値は .下の表で示
されていますω
l ~ 二 lil:li li l: i :l :~ 
ー-10 4一一




①二つのむりとの関{問わす式ぎ求めよo (y~ ， xを用いた式で表わjlml321
せ。)
(式)
@ おの値が 24のとき・山こ対応する州直を求めよ。 jl(?)1591
(答え)








エ yは ，xに比例する数と 15との和である。
オ Vはおに反比例する。
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(答え) ( ) 
一-~ C 5-
I 9 1171 
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おと Vとが比例の関係にあるものを .A群 .B在学.$，'よぴC詳の午から .そ① 
れぞれ一つずつ選んで ，その記号をOで固め。




















































サ x+y= 3 
ショc-y=2 
(!) 分析的問題による調査の実施J羽田は .9月22日会よび?月 28日の第5校時 50分 .第る校時
5日分(いずれも午後)と .1 0月1自の第3校時5日分 ，第 4校時 50分(いずれも午前)である。








調 正答 32 37 31 72 
査 誤答 31 1 8 31 24 問
国題 無答
。。4 4 
計 35 55 1 0 1 00 
調1lのねらいは .r点の座標を読みとる能力」をみることであ
る。調図 1は .Iグラフ上の点の座標を読み取る能力」を ，調亙
2は， I直線のグラフとお軸との交点の座標を読み取る能力」を
みることがねらいである。
調国について .調査対象 10 0人の生徒の応答分析を行なって
みると左の表のようになる。
この表のと会り ・調囚1の正答率は 72 % (正答者72人)で.




一一一誤答例にある P28・P85とは ・生徒の記号であって ，その数字は ，この研究のための調査問題と
分析的問題の全部の正答数によってー決めた調査対象 10 0人の生徒の成績順位が .2 8番目または 85 
番目であったととを表わす。なお、，Pz 8' P85は，そのような誤答をした印で ，この成劇i民位が重量も上
位であった生徒である。以下このような表わし方をする。一一一ー
調査問題回 tの誤答例 正答 3 • 4 
a.グラフの目もりを読み違えているもの。 P 2 8 4 ， 4 5人
b.お座標と U摩擦とをとり違えているもの。 P 8 5 4 • 3 5人
o • 1 
C.点の座擦を読みとる能力があるとは思われないもの。 P 7 4 o • 4 
P 8 1 (3X.4y) 
P94 5 4 (一X • 一y ) 
調査問題図2の誤答例 正答 (-1 ， 
a 円 7…一一) ( 1 ， 7 ノへ
b. Xj坐擦と U峰擦とをとり違えているもの。 P 7 〈 o • 5人
C. 座標の正負が誤っているもの。 P 3 0 o ，-1 ) 4人
P 5 5 5人
" P 3 7 (-1 ヲ人
d.その他 P28(4，5.).P83(9，5).P81(5X，4y) ，P71 (-0，一日)
(2) 調査問題図の分析的問題による調査結果の分析
① 分析的問題 1による調査結果の分析
分 Tは .r各象限や各軸ょにおPける点の座標を読みとる能刀と ，その能力の差をみる」ことをねらい
にした問題である。分 1の各小間の調査の結果を ，止答率の高い!慣に示すと次のようになる。
順位小間の(点の位置) 正答率 下位群 (34人)
番号 ( % ) の正答者の人数
③ (原点) 8 7 2 1 
2 ④ (第 1象限) 8 2 2 0 
5 @ ( y軸の正 ) 7 9 1 5 全小闘正答 4 2人
4 @ (ぉ軸の正) 7 6 1 4 会小間誤答か無答 7人
5 ⑤ ( x軸の負) 7 6 1 5 ④と@に正答 7 1人
6 @ (第 5象限) 7 4 1 5 ④と〔訟に誤答か無答 1 2人
7 ① (第 2象限〉 7 3 1 6 
8 @ ( y軸の負) 7 3 1 3 
ヲ ⑦ (第 4象限) 7 2 1 3 
-108ー
この表によると ・正答率の最高は.ω(原点の座標)で，最低は .⑦ (第A象限の座標)である。
分 1の小聞の正答率相互の差の検定を行なうと .危険率 1%もしくは 5%で有意差のあるものは次の
六つである。その他の小聞の正答率相互には危険率5%で有意差が認められない。
@(原点)と①(第4員長|虫) x x <.;l) (原点)と@(第 5象限) x 
@ (原点)と① (y軸の負) x 













以上のことから .原点を除いては ，点の佼置が変わっても ，点の座標を読みとる銘力には差が認めら
れない。
分 10)小間の全部に正答したものは ，4 2人で ，正答の一つもなかったものは 7人であった。
次に .この問題の誤答例を示す。 正 答 誤 答 初リ
a.グラフの目もりを読み違えているもの。 (-2. 8) P26(ー 2， 7) 
( 4， 日) P43( 5， 日)
b. x座標とy座標とをとり違えているもの。 ( 4. 日) P49( 0， 4) 
(-5. 。) P64( 0，- 5) 
c.座擦の正負が誤っているもの。 ( 0，ー 7) P22( 0， 7 ) 
(-6，-14) P 5(-6， 14) 
(θ 分析的問題 1 1 ~J @ J @ ' ④による調査結果の分析











62人(介 1ωと@に正答 7 1人)
14人(介 1④と⑥に誤答か無答 12人)
@と@(点Pの座標) 7 1・・・・つ 82(分 1④の正答率 〕
@と@(点Qの座標) 66・・・...J 76 (分 1⑤の正答率 )








P 8 4の誤答 ( 3 ， 4 




( 0，-1 ) 




( 3 . 4 ) 




( -1 ， 0 
C 5 Y ) 
③ 分析的問題 1，1 1による調査結果の比較
ここでは .分 1④ ，(.岳と分 11:こよる調査結果を比較して検討してみる。
分 1④は，第 1象限にある点Pの座標を ，介 1@は，信軸の負の上にある点Qの座標を読みとる能力
をみる問題である。
分 11は，点の座標を分析して .x摩擦またはU座標を読みとる能力をみる問題である。分 11① . 
③は.第 1象限にある点PのZ座標，y摩擦を ，分 11①.G)は .ぉ軸の負の上にある点Qの2摩擦.








i 1人一・…一:ー | 
ー 10




分 11①と(芯の正答率71 %と ，分 1④の正答率82 %とには ，危険率5%で有意差が認められない。




1 2月に.分 11①.②.③.④について ，面接調査を行なった。次にその概略を示す。
P 7 2は，分析的問題による調査にむいては，分 11① ・②.Q)，④の全小聞に誤答であった。その
誤答は.次のと余りである。
① (4，3) @(O，- l) @ (3，4) ④ (-1，0) 




P74は，分析的問題による調査に念いては ，分 11①，，@τ Q).④の全小間に誤答であった。 ;その
誤答は次のと会りである。
-110-





P 7 9は，分析的問題による調査にないては ，分 11① ，@ ，ω，④の全小間に誤答であった。その
誤答は次のとおPりである。
① (-7-+1) ② (一九 日) (?) (無答 ) G)(1，O) 







a. 4 0 %の生徒は .その能力がじゅうぶんに身についている。
b. 3 0 % .もしくは35%の生徒は ，その能刀が:1>よそ身にフいている。





能力には差があるとは思われない。したがって ，第 1象限の点の座標を読みとる能力と .x軸上の負の
位置にある点の摩擦を読みとる能力にも差があるとは思われない。




② 点の座標を分析 して ，x座標またはu座標を読みとる能力をみる。
介析的問題 11① .② ， (3)，④ 
分 1ならびに ，分 11① . (2)，@ ，④の調査の結果を比較してみると .i点の座棋を読みとる能力」
と， i点の座擦を分析して，忽座標またはU座標を読みとる能力」とには ，差があるとは思われない。
また ・点、の座標を分析して読みとらせてみても ，点の座標を読みとる能力については ，その点が第 1












正答 誤答 無答 音卜
調 正答 8 13 2 23 
歪
誤答 t 問 4 39 491 
題
回 無答 1 1 4 1 3 2.8 
1 





P 2 2 












左の表のようになる。この表のとお=り ，ID証TI1の正答率は 23φ 
で，調1]2の正答率は 13係である。調回1， 2ともに正答した
ものは 8人で ，調白1， 2ともに誤答か無答のものは72人であ
る。
次に ，調IJ1 ， 2の誤答例を示す。
調査問題回2の誤答例
(正答 7 
P 9 2 1 4人
P 3 7 5 1 4人
P 1 6 4 7人
P85 6 5人
P 1 5 す(正答の逆数) 7人
(2) 調査問題回の分析的問題 による調査結果の分析
① 分析的問題 2による調査結果の分析






一次関数 ①の正答率 @の正答率 ① ，②ともに正答
ア y = 2 x 5 7 5 8 4 1 
イ
2 
y=τ包 4 8 4 1 3 2 
ウ y=2X+3 4 0 2 1 1 9 
エ 2 y=τお+5 3 5 2 0 1 7 
分析的問題2①.②の7 司イとゥ .ェの正答率とその有意差の検定
一次関数 ①の正答率 ②の正答率 一次関数 ①の正答率 ②の正答率
プ y = 2 x 5 7 5 8 ウ y=2 X + 3 4 0 2 1 
イ
2 
4 8 4 1 ν=τ お
2 
3 5 2 0 ニE γ=吉お+5
アとイの差 。 X ウとエの差 。 。
ょの表の説明 この調査は .忽の係数が .分数のときと .整数のときとの正答率の差をみたものであ
る。
比例の関係の式にかいては .










ア y=2 x 57 
イ 2 γ=吉Z 48 
ク y=2 X十5 40 


















一次関数 ① @I 一次関数 ① @I 
ア y= 2 X 5 7 イ
2 
y=宝X 4 8 4-1 l 
ウ y= 2 X + 3 4 0 2 1 コニ 2 ν=τX+ 5 3 5 
アとウの差 × xx イ 'とエの差 。X>く
ヒの茨の説明 ァ，イは定数項がなく ，ゥ，エは定数項のあるFJl題である。
①について .
①は，おの係、数の意味を理解している生徒にとっては .アよりもウが ，ィ よりもエがむずかしい
ということはないと思われる。けれども ，
アとワの正答率に危険率5%で有意差のあるのは .xの係数の意味の理解がじゅうぶんでない




(2)1二志、いては .アとゥ ，ィと エの正答率に危険率 1%で有意差がある。




(1)7の誤答例(正答2) P 3 8 1 1ノ、
P 2 2 
1 
7人2 
ω ィの路例(正答f )P56 1 B人5 
ω ゥの誤答例(正答2) P 1 5 5 
7人〉仁:JP 3 6 1 35 人 P15 十 5 = 5 f 5 人2 
ω エの誤答例(正答?)P15 5J. 
芝、，
分 2(g)の誤答例
②7の誤答例(正答2) p" _， 5 6人
@ィの誤答例 〔定答2) P 7 0 3 4人




P 1 4 2 
P" 3 f> 6人 P 12 (逆数 ) 4人
@エの誤答例(正答1hP14 2 守A
P 1 2 三(逆数)
9 6ノ¥
P 6 4 5 5人
ー-114-




分 12は， r式と表から ，表にあてはまる数を求める能力をみる」ことをねらいにした問題である。
分 12の正答率は次のと歩りである。 一一一 2小問を正答したものだけを正答とする。一一一




















ω，② ，@ ，④とも正答 3 9人
①，② .@ .@とも誤答か無答 2人
④(ドト十 5) 。 ， ???








① 分析的問題 2① ，1 2 VLよる調査結果の比較
分 2は， r各小聞の応答を比較して一次の関係の理解をみる。」ことを ，分 2①は， r一次の関係で，
変数Zの変化に対応する変数yの変化とおの係数の;意味についての理解をみる。」ことをねらいIこして
いる。介 12は .i式と表から ，表にあてはまる数を求める能力をみる。 Jことをねらいにしている。
そこで ，分 2①と分 12の正答率を，次の表のように，対応する小間どとに比較して ，その正答率の
有意差の検定を行なった。
分2ωと分 12との正答率の有意差の検定
一次関数 分 2 ① 分 12 有意差
y = 2 X ア 57 ω 93 x x 
2 ∞ x x y = -;x イ 48 73 
y = 2 X十 5 ウ 4 0 @ 80 x x 
2 
35 ④ | X y=τZ十 5 1こ 52 




P 2は，分析的問題による調査に毛布いては.分 2の全小聞を正答した生徒である。けれども .面接調
査によると ，ァ ，ィの小間(比例の関係)をみて .ただちに ，おの係数の意味から考えて応答しない。
代入計算によって ，答えを求めている。




P 2 1は，介析的問題による調査にたいては .介 2の全小間を正答した出走である。面接調査にかい
ては，代入計算をしたり .おの係数の意味から判断したりして応答する。


















その他の場合にかいては .正答率に危険率 5%で有意差が認められなかったが .これだけの比較検討
では，その理由は解明できない。
。一次の関係で対応する整数の値の変化についての埋解をみる。 分析的問題2②
分 2②のアとィ ，アとゥ，イとエの正答率には危険率 1%または 5%で有意差がある。乙れは代入
計算によるために ，式が複雑になると一，計算技能の未熟のこともあって，正答率が下がるもると思われ
る。































イ yはがに比例する。 2 5人
@ y- 15はZに比例する。 3 2人)
選択肢~ @ yは.Xに比例する数と I@と@をともに選択したもの
1 5との和である。 4 8人 J 1 3人(正答)
ォ yはおに反比例する。 1 7人
無答 4 1 
E咽 2で正答した 13入は ，調]]1では次のように応答しているo
l B人は 「ド 5(3+包 )J，:it<:fi iy= 15+ 5 XJ e.iEL<応答してしる
b. 2人は. iy= 1 5十xJと誤って応答している。
C. 1人は. iy= 5cmJと誤って応答している。
d. 2人は .無答である。
|このように， aのB人の生徒は .XとUの関係を正しく判断していることはいうまでもないことであ
iるが， bの2人の生徒も，調困1では誤答をしているが ，その誤答が iy=15+XJであったために・
調:il2の応答は ，お とUの関係を正しく判断しての結果であるといえる。
一117-







B人は ，調図1で ， iν=15+Sxjと応答し ，寵匝J2では ，選択肢エも選ぶ。
4人は .調国1で， iγ= 1 5 + 5符」と応谷し ，話回2では，選択肢エ以外を選ぶ。
4人は ，調困1で ，'-y=お十 15 jと応答
1 9人は .調回1で ，iy= 1 5十5x j・「ν=x十 15 J以外の応答
7人は，調白1で無答
調団2で選択肢エを選んだものは 48人で ，内訳は ，
8人は ，調固Tで，iy= 1 5十5xjと応答し ，調回zでは，選択肢クも選ぶ。
1人は ，調図1で. ry= 1 5十5XJと応答し ，調]]2では ，選iRA支ワ以外を選ぶ0
5人は，調図 1で， rγ=x十15Jと応答
1人は ，調図 1で .rY= C X + 1 5Jと応答
2 4人は，謂困1で. rν= 1 5十5xj ， iν=X+15J， ry=CX十 15 J以外の応答
1 1人は ，調固1で ，無答




れる。けれども，との 37人の中の 29人は ，他の選択肢も選んでいる。
したがって ，多くの生徒は ，言唾:ID2の選択肢の文撃の意味の理解がじゅうぶんでないといえる。
調査問題団 1の誤答例 (正答 ν= 1 5十5お)






P9 Z十 15 
5 x十 5







P 6 4 




P 4 7 
P 8 3 
c X + 1 5 8 x 
(2) 調査問題国の分析的問題による調査結果の分析
① 分析的問題 7による調査結果の分析




分 7の正答率は 41 %である。
との正答率は ，誘因1の正答率 13%と比較するとたいそう高まっている。このi高ま った理由につい
ては ，とまかく 分析しなければならないが ，その要因の大きなものは ，分 7は読包1の変数を定数に置
き換えた問題であるからであろう。
次に ，分 7の誤答例を示す。
(正答は .y= 5 X十 15または ，ν=5 ( 3 +ぉ )) 
P23 y=3XX5 4人 I P48 y=5X3+X 1人
P 3 iJ y= 1 5 x 
P 2 6 y= 5 X 
2人
5人
P 4 6 
P 5 9 





P35 YCrAC白紙答案にちかいものや ，文字を用いて立式することが困難と思われるもの )1 3人
P52 無答 1 O人
② 分析的問題 4による調査結果の分析
いる。









y= a X2 
y-1 5=乱立;
























分 Pは，Z電司2に ，一次関数y=5X+15の式を付け加えた問題で ，r式から二つの数量の関係を
見いだす能力をみる」ことをねらいにしている。
















選択肢ウを選んだ 32人 ，選択肢エを選んだ 58人は ，他の選択肢を次のように選んでいる。
5.人 ア 2 8人
イ 1人 イ 5人
選択肢ウを選んだ 32人は，イ @ / 選択肢エを選んだ 58入は ， 。17人
@ 1 7人 @ / 
オ 3人 オ 3人
無 6人¥無 5人
上の茨によると ，還択肢ウを選んだ 32人の中で ，選択肢ア ，イ 1オをJ窪んだ?人と，選択肢エを選

















ζ とになる。つまり， 9人十 36人=45入の生徒
は， 一つの選択肢を正しく選んで，これと矛盾する
他の選択肢も選んでいる。一つの選択肢を正しく選












@ 分析的問題 10 (ICよる調査結果の分析
分 1日は ，r式から二つの数量の関係を文章で書き表わす能力をみるJことをねらいとした問題であ
る。介 1日に ，一つ以上を正答したものは 4 5人で ，一つも正答していなかったもの，つまり ，誤答か
無答であったものは 55人であった。
分 1日に正答したものは ，
正答数が6のもの 1人(P 1 ) i 
1人(P 2 ) 1 !I 4 
子ーフ以上を正答したものは 4 5人である。






Uは停の 5倍に 5を士脅したものである。 γの価はzの{直が増せば増すほど増す。
Zカi1増すどとにVは 3増す。 νはZに比例する数と 5の和である。
-120ー
7t 1 Dの正答を ，正答したものの多いl阪から示すと次のようになる。
Uは XIこ比例する数と 5の和である。 3 s人
この二つを記述したもの 10人
y-5はZに比例する. 1 5人
X I.J; 1増すどとに ylま3増す。 7人
yはZの 3倍に 5を増したものである。 3人
y-5は3xに等しい。 2人
γの価は Zの値が増せば増すほど増す。 1人
Uから 5をひいたものは 3Xに等しい。 1人
y-3忽と 5は=でむすばれる。 1人
分1日の誤答で最も多いのは ，ryは勾に比例する。」で， 3 7人の生徒がこのように答えている。
この 37人の中の 22人は，また ，ryはZに比例する数と 5の和である。」と正答もしている。これ
を逆にいうと， rνはおに比例する数と 5の和である。」と正答した 3s人の甲の 22人は， ryはお
に比例する。」と誤答もしている。このように比例の関係と一次の関係(y=ax+b)を同じと思っ
ている生徒が多い。
③ 分析的問題 4 ， 9 ， 1 0による調査結果の比較









この凶式によって， 分 s@と，分 4@に対応する分9ウを正答したものを表わすと次のとbりになる。






分4@の正答率45 %と ，分 9ウの正答率 32%とには危険率 5%で有意差が認められない。
|一有意差についてはわくの棚にO，X，XXのように示す。以下これにならう。ー
したがって ，この問題にないては ，文章から自由記述によって式一生表わす能力と Jこから ，
i:);の意味を表わした選択肢を正しく選択する能力には差がないと思われる。
。
分4@と分9ウの二っとも正答したものは 16人である。それは ，分 4@に正答した 45人の会よそ
三bのーの 16人は分 9ウにも正答し，分 9ウに正答した 32人のなよそで分ての，ー の 16人は，分 4
一-12 1ー
③にも正答したことになる。
また ，分 4④と，分 4④に対応する分9エを正答したものを，次のように図式で表わす。
分 4@を正答(ν=aぉ+1 5 )のもの。(自由記述) 4 3~ 
c I文章二っとも正答のもの。 31人式 Ix
〈
分 9エを正答 (yは ，おに比例する数と 15との和である。〕α為CDo(選択)58人







分 4④と分守エの二っとも正答したものは， 3 1人である。
分 4④を正答した 43人のなよそ7割の 31人は，分9エにも正答し ，分?エに正答した 58人の会
よそ二分のーの 31人は分4④にも正答している。
分予@，④と分 10O調査結果の比較









分 4①を正答(ν-15=ax)のもの。(自由記述) " 5人
e I文章 二っとも正答のもの。 1 2人式
分 1日で， iν-5はおに比例すとbJと正答したもの。(自由記述) 1 5人
分 4@の正答率"5 %と，分 10の正答率 15 %とには，危険率 1%で有意差がある。
× 
× 




介 4Q)に正答したj;>よそ 5剖の 1 2ノリま分 1日にも正答し ，分 1日に正答した会よそ8割の 1 2人が
分 4@1とも正答しまいる。
また ，分 1日で， iyは，川こ比例する数と5の和である。」と正答したものと ，これに対応する分
④を正答したものを，次のように図式で表わす。
分 4④を正答(y=aX+15)のもの。〈自由記述 ) 43人
f I文章二っとも正答のもの。 23人式10
-4 
介 1日で ，iyは ，X，こ比例する数と 5の和である。JeA答したもの(自由記述)34人
分 4④の正答率 43 %と ，分 1日の正答率 34 %とには，危険率 5%で有意差が認められない。
したがって，この間題に沿いては ，文章の意味の例を式でき為わす能力と ，式の意味を自由記述によっ
て文章で表わす能力には差のないことがオっかる。




分 4④を正答した 43人のなよそ5割の 23人は，分 10でも正答し ，分 1口で正答した 34人のかよ









分 1日 (自由記述 〕
そとで ，分 1日で， iν-1 5はおに比例する。 Jと正答したものと，これに対応する分 9ワに正答
したものとを，さきの図式で表わすと次のようになる。
争qワを正答(y-1 5は忽に比例する。)のもの。(選 択 ) 32人
h I文章二っとも正答のもの。 10人式
分 10で ，iy-5はおに比例する。 Jと正答したもの。(自由記述)1 5人
分 9ウの正答率 32 %と ，分 10の正答率 15 %とには ，危険率 1%で有意差がある。
× 
× 
したがって ，この問題にないては ，式から ，式の意味を表わした選択肢を正しく選択する能力と ，式
一-123ーー
から式の意味を自由に記述する能力には義があり ，後者がむずかしいことになる。
介qウに正答した 32人のなよそ三分のーの 10人が分10にも正答し ，分 10で正答した 15人の
三分のこの 10人が介9ウにも正答している。
また，分 10で ，iyは，川こ比例する数と 5の和である。」と正答したものと ，とれに対応する分
?エに正答したものとの関係、もこの図式で表わすと次のようになる。
分Pエを正答(切立，XIこ上拶uする数と 15との和である。)のもの。(選択) 58人
文章 〉とも正答のもの。 25A~ Iミ
分10で，iyは，xに比例する数と 5の和である。)と正答したもの。(自由記述)34人
介 qェの正答率58%と ，分 10の正答率 34婦とには，危険率 1%で有意差がある。





分qエに正答した 58人の会よそ4割の 25人が分 10にも正答し ，分 1日で正答した 34人の会よ
そ7制の 25人が分?エにも正答している。



















P 1 9は分析的問題による調査に台いては ，y= 3 ( X + 3 ) ， 
y=3X+9として誤答しているが ，荷接調査では，ていねいに問
題を読ませて応答させると ，y=5(3十 x)と正しく 応答した。
p36は， 分析的問題による調査にbいては ，y=3X5xx，
y= 1 5 Xとして誤答した。面接調査で応答させると ，
iy=5X(3+ぉ )Jと誤答する。 iなぜ?Jとたずねると ，ま
た考えて ，ly=5-X( 3+ぉ )Jと誤答を繰り返す。また ，立
式の理由をたずねる と， 考えて ，ly=5(3+X)Jと正答した。
その式が成立つ理由をたずねても答えられない。数字や文字で，自分でも意味のわからない操作をして
いるのである。
図を示して， iB Pの長さを 5CllIとすると白ABPQの面積は，いくらになりますか?Jとたずねる
と，正しく立式して正答， t-p Cの長さを 4cm.とすると ?Jの問いには， ly=5(3+4-)Jと正答，
IPCの長さを Xcm.とすると ?Jとたずねると ，iy=5(3+X)Jと正しく立式する。
P'77は，分析的問題による調査にbいては，無答である。
面接調査で ，問題の文章を読ませて ，質問を受けると， 問題の文章の甲の 「関係、」ということばの意
味がわからないという。そこで ，問題の文章の「νCrAとします。 zとyの関係を式で表わしなさいc ( 
γを ，xを用いた式で表わしなさい。 )Jを削除して， r:求めなさい。 」を付け加える。つまり，問題
を変形してみた。応答させると， i3XX5Jとする。そこで， 1 x cm.Jを， 17 cmJと置き換えて，
P 3 6のように考えさせる。 i10x5=5口」と応答。 i1 0は?J ' 17十 3=10Jo r一本の
式では '1J 15日=(7+3)X5Jと応答。 17がZであると ?J 15日=(ぉ+3 ) X 5.Jと応答。
7C慨を 2Cll!と変えて同じように指導し， iY=(3+X)X5Jの立式ができるようにした。
P 4 8は，分析的問題による調査にbいては ，IY= 5 X 3 + xJと誤答している。
面接調査では，問題の文章の中の IXJを i4Jと書きなかして解答させたところ， ly=5X(3十4)J 
と正答した。そζで ，その i4Jをまた，書きななして ixJとして，考えさせると， iあ，そうか斗
と思わず声を出して， iy= 5 X ( 3 +忽 )Jと正しく立式した。
② 調固について面接調査を行なった概略を次κ述べる。
P 1は，応答調査ならびに分析的問題による調蒼.にかいては，最高の成積であった生徒である。分10 




P 2も ，介析的問題による調査にかいては ，iy-15はおに比例する。 J， iνは，訓こ比例する
数と 15との和である。」と正しく 記述しているが ，面接調査によると図やグラフによ って正しく説明
できない。
P 1もP2も ，図やグラフによ って説明してやると，なるほどとうなずいている。
(4) 調査問題 闘 の分析的研究のまとめ
一 具体的な事がらによる一次の関係についての理解をみる。 調査問題匡
① 具体的な事がらによる一 次の闘係について ，変数を定数κ置き換えた
ときゅ一次の闘係を式で表わす能力をみる。 分析的問題7
分7は，調困1の思考過程を分節化し， 調:ID1の変数 Zを定数おに置き換えたものである。調固1は，








分 9は，mi(]]2に ，一次関数γ=5X十 15の式を付け加えた問題で ，意味を表現する方向としては，




@ 式から二つの闘係を文章で書き表わす能力をみる。 分析的問題 10 
分 1日は ，一次関数ν=3X+5を示して，この式のおとVの関係を自由記述させる問題であり ，式
の意味を文宣告で表わす能力をみることがねらいである。これを盟式で表わすと「式→文章Jとなる。
分 10に一つ以上を正答したものは 4 5入で ，止答の一つもなかったものは 55人である。
⑤ 式の意味を文章で表わす能力と .文章。意味を式で表わす能力の差を
みる。
分析的問題4 ， 9 ， 1 0の比較
分宇と分 1日は，式の意味を文章で表わす能力をみることをねらいにした問題で ，その意味を表現す
る方向を図式で ，r王む→文章jのように表わすことができる。問題の形式は，分 9は選択法を用いてお、
り，分 10は自由記述である。分 4は ，文章の意味を式で茨わす能力をみることをねらいにした問題でs
その意味を表現する方向を図式で， r文章→式」のように表わすことができる。問題の形式は ，分 1日
は自由記述である。
















4 一次の関係の基礎的知識 ・理解 調査問題回，回 ，困
(1) 調査問題 固， rlI ，園の応答調査による共通の問題点
調~ ， 白 ， 回のそれぞれの応答調査の結果による共通の問題点は，一次の関係の基礎的知識・理解が
じゅうぶんでないことであった。そこで ，調回 ，回 ，団のそれぞれの基礎的知識・理解や ，共通した基
礎的知識・理解をみる分析的問題を作成して調査分析することにした。
(2) 調査問題固 ，回，回の基礎的知識，理解をみる分析的問題 による
調査結果の分析







このたて線 ，横線の知識・理解は点の座標を読みとる能力の基礎的知識・理解と考えて ，分 11⑤ ，⑥ 
①，@を作成した。


























@ (y十 2) 




で ，全部誤答か ，無答であったものは 5 4人である。分 1の小間九つに全部正答であったものは 42 
人で ，全部を誤答か無答でのものは7人である。
この分 11③ ，@ ，⑦ ，@と，分 1の九つの小間 ，計 13の小関全部に正答したものは 23人である。ま
またこの 23人の中の 20人は， 1 1① ，@ ，@ ，④の全小間にあ正答している。
次に ，この分 11⑤ ，⑥ ，⑦ ，@の誤答例を示す。
a. X軸とν軸とをとり違えているもの。 1 7人
(全部の小間で ，忽軸と V軸とをとり津えているもの 1 0人
一部の小間で ，x軸と U翰とをとり違えているもの 7人
この 17人の中の 12人は ，分 11ω ，@ ，(3)，@では， 点の座標を正しく 読みとっている。
b. Y割札上にたいて， 原点または ，y軸と直線乙の交点から，所定の距離にあ って， 直線乙に平行
な直線のことであると思っているもの。または ，これに類するもの。 11人
C. 指定された軸ょに念いて ，原点から所定の距離までの直線のととであると思っているもの。ま
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⑥ 
P 7 9 1 7人
bの誤答例のグラフ
y' 

















P 4 8 1 6人 P 3 3 4人
② 介析的問題 ?d'C主る調査結果の分析
介 5は ，r直線のグラフから一次の関係の煙解をみる」ことをねらいにしているU 分 5①は ，「直線の
グラフから ，一次の関係で変数Zの変化にお応する変数Vの変化とおの係数の意味についての理解をみ
る」ことを ，分 3(訟は ，直線のグラフから ，一次の関係で対応する変数の値の変化についての理解をみ
る」ことをオ2らいにしている。




守弘 正答 誤答 無答
分 正答 7 29 五 39 
祈
的 誤答 1 1 0 9 I 50 
間
題 無答 。 2 
5 
① 計 B 71 
左の表によると ，分 3①の正答率は 39%で ，分 3⑦の正答
率は8%である。分 5① ，(2)ともに正答であったものは7人で ，
ともに誤答か無答であったものは 60人である。
分 2ωエと分 2(詰エは ，式からの一次の関係の理解をみる間
題であった。分 2(Dヱの正笠率は 35 9島で ，分 2(2)エの正答率
は 20%である。分 2①エ ， 分 2(~エともに正答であったもの
は 17人で ，ともに誤答か無答であったものは 61人である。
分 5の直線のグラフを式で表わすと， u=32+5となり ，
介 2①エと分 2(2)エとは ，一次関数γ=fz+5の問題である
ので ，分 3を式で表わした問題と分 2①エ ，分 2(2)エは等価の











{分 3① (グラフ)の正答率 五9% 
分 3(2; (グラフ)の正答率





{分 2①エ (式 )の正答率
分 3①(グラフ)の正答率 5中%























5人P 4 2 
介析的問題 5による調査結果の分析③ 
「直線の傾き (こうはい )についての基礎的知識 ・理解をみるj ことをねらいにしている。
2 3ノ、
63% i |ω， (2) ，ωとも正答
419b ;> 





























P 5 9 
P 5 2 
P 4 8 
(1)の誤答例
1 4人4 C定数項を書いたもの)P 3 3 
4人-4 P 4 7 








(むの誤答例 (正答 3 ) 
P 8 -1 (定数項を奇いたもの) 1 6人
P 2 5 t( 定数項の絶対J枇 Zの係数で\~IJ."たもの) 5人
P 17 5人
P 5 6 2 5人
④ 分析的問地 61'(よ奇調査結果の分析
分6は ，r一次の関係の式からグラフをかく能力をみるjことをねらいにしている。
分6の正答率は 53 %で ，なよそ全体の半数の集1，.1:は，一次の関係の:たからグラ フを正しくかいてい
る。
ぬこ ，この問題の誤答例をグラ フによって示す。 (分 6の一次関数は ，y=ト-1 ) 
a b 
U y 
4 I I-~ 
lど
/ 






ト5 AIO 5 x x' 
/ 
l 
-3 ~ ， 5 x 
レ 5.1 --1-， 
/ ←5 
/ 、‘ 31-' 
~3 
y' yl 














1-3 レ/ヤr 口、 、 51--/' '15 
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y 、、、






P 6 3 2人・ P 15 2人
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⑤ 分析的問題 8による調査結果の分析
分自は ，本年度の中学校第 2学年の調査問題白である。この介8は， i比例の関係についての理解を
みQJととをねらいにしている。分 B①は， r表から比例の関係を見いだして式に表わす能力をみる」





① 3 2) 
ハ l ① ， ~ ， @とも正答 2 4人
じ2リ 59?" I Ú) ， ~ ，@とも誤答か無答 :5 2人









分間誤答分析によって自だっζ とは ，ド?としな州ばならないのに，vfzのように ，x 
の係数を逆数lこして立式していること cP 4 6 ， 8人 一 この誤りをした生徒は8人で， 8入の中で最
も成績のよいのは成蜘， 46番目の生徒であったこと。 )，y=axのように ，xの係数が÷と数字に
なるのに，文字 ，しかも aという文字を使ョていること CP13，8人)などでJうるo
@分析的問題 1 3による調査結果の分析
分 13は，本年度の中学校第 2学年ω調査問題臼である.この分 13は ，i表 ，グラフ ，式から比例，
反比例の関係を見いだす能力をみるJととをねらいにしている。分 13①は， i表，グラフ，式から比




にないて ，比例の関係，反比例の関係，比例でも反比例でもない関係を ，表，グラフ ，式から区別して
間
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(3) 調査問題固，団 ，固の基礎的知識・ 理 解 をみる分析的問題に よ る面接調査
ここでは ，分 11匂 ，@ ，(I)，⑥について面接調査を行なった結果について ，その概略を述べる。
P 7 9は ，分析的同題による調査に卦いては ，さきに示した Ia'の誤答例のグラフ」の生徒である。
つま り，分 1 1の誤答例の a， IX軸とU軸とをとり違えていあもO，l，Jの生徒である。
面接調査によって，分 11のグラフをかかせると ，最初から正しいグラフをかいた。
P 6 5は，分析的問題による調企iこないては，さきに示した Ibの誤答例のグラフ」の生徒である。
つまり，分 11の誤答例のb J IY組上に沿いて， 原点または ，y軸と直線乙の交点、から，所定の距離
にあって，直線Lに平行な直線のことであると思っているもの。または ，これに類するもの」の生徒で
ある。
面接調をによって ，分 11のグラフをカ轟かせると ，ICの誤答例のク・ラフ」と ，全く同じ誤答をした。
P 4 8は，分析的問題による調査に好いては，きさに示した ICω誤答例のグラフ」の生徒で週うる。




P 3 3は，分析的問題による調査にたいては ，さきに示した ICの誤答例のグラフ」の生徒である。




(4) 調査問題固，図 .IB]の基礎的知識 ・理解をみる分析的研究のまとめ
一 一次の関係の基礎的知識 .理解をみる。 一 調査問題fl]，白，回
① ぉ軸 ，または V軸から一 定の距離にある直線を見いだす能力をみる。
分析的問題 11 Cl>) ， @ ，⑦ ，@ 
分 11 (忌 ，@ .① ，@は ，Iぉ軸，またはν軸から一定の距離にある直線を見いだす能力をみる」こ
とをねらいにしている。全小間の正答率はおー よそ4日係で，全小閣を正答したものは 37人 ，全小聞を
誤答か無答であったものは 54人である。座標平iIDに:lo'けるたて線，横線の意味をじゅうふ'んに理解し
ていないとともに ，問題の文章がややこしいことから ，問題の意味を正し〈読みとれないために ，誤答
や無答が多かったと恩われる。
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② 直線のグラフから一 次の関係の理解をみる。 分析的問題5




分 3(1)0)正答率は ，3 9 %で ，分五ωの正答率は 8%である。分3ω ，(2)ともに正答したものは ，7 
人で ，ともに誤答か無答であったものは ，6 0人である。
分 2は， 式から一次の関係の理解をみる問題で，分2ωェと分2@エは，それぞれ ，分5①と分3(1)
に対応する問題である。分2(1)エ(式)と分3(心(グラフ )の正答率に危険率5%で有意差が認められ
ないので ，r一次の関係で変数 おの変化に対応する変数νの変化とおの係数の意味についての理解」に
ついては，式とグラフでは善がない。つまり， 関数のこの理解については ，式についても ，グラフにつ
いても同じ程度に理解しているものと恩われるa




③ 直線の傾き 〈とうばい )についての基礎的知識 ・理解をみる。 分析的問題5
分 5は I r直線の傾き(こうはい )についての基礎的知識 ・理解をみる」ことをねらいにした問題で
ある。このような基礎的な問題にかいても正答率はきわめて低くてbよそ40 %であり ，全小間を正答
したものは 23人 ，全小聞を誤答か終答であったものは 30人であるc
① 一次のi掲係の式からグラフをかく能力をみるロ 分析的問題6
分 6は I r一次の関係の式からグラフをかく能力をみる」ことをねらいにしている。
分 6の正答率は 53 %で ，がよそ全体の半数の生徒は ，一次の関係の式からグラブを正しくかいてい
るが ，他の半数の生徒は ，このグラフを正しくかくことができない。
誤答例をみると ，Xの係数の意味 ，定数項の芳、味をじゅうぶんに理解しているとは思われない。
⑤ 比例の闘係についての理解をゆる 。 分析的問題 8
分 8は I r比例の関係についての理解をみる」ことをねらいにしている。分B①は I r表から比例の
関係を見いだして式に表わす能力をみる」ことを，分 8f1)は I r比例の関係で対応する値を求める能力
をみる」ことを ，介 B①は I r.比例の関係で対応する値の変化についての理解をみる」ことをねらいに
している。会小間を正答したものは24人にすぎず ，全小聞を誤答か無答であったものは ，32人であ
る。つまり ，全体の三分のーの生徒は ，比例の関係についてはほとんど理解していないようである。
@ 表 ，グラフ ，式から比例，反比例の関係を見いだす能力をみる。 分析的問題13 
分 13は ，r表 ，グラフ，式から比例，反比例の関係を見いだす能力をみる」ことをねらいにしてい
る。分 13①は ，["表 ，グラフ ，式から比例の関係を見いだす能力をみる」 ことを ，介 13 (2)は ，["表，
グラフ ，式から反比例の関係を見いだす能力をみる」ことをねらいにしている。
分 13ωの正答率は 21 % ，分 13②の正答率はZ口%できわめて低い。分 13ω ， (2)の二つを正答
したものは P人にすき。ない。全小間を誤答か無答であったものは 10人である。この 10人は， 比例の
関係を全く理解していないものと思われる。
⑦ 面接調査のまとめ
分 11(0 ，⑤ ，(7)，@について面接調査を行なった結果をまとめる。
分析的問題による調査にないて， 誤答であっても， 面接調査では正答であったり，少しの暗示で正答








ととろで ，との研究の結果によると， 第 1象限の点の座標宏読みとる銘力ι，ぉ軸の負にある点の時標
を読みとる能力の差を認めることができなかった。 したがって， 読みとらせる点の位置が異なることだ
けでなく ，いろいろの理由のからみ合いによってその正答率に大きな開きが生じたものと患われる。た
とえば読みとらせる点が ，調回 1では ，問題の文章やグラフでPと記名されているが ，前回2では ，そ
れがなく， i直線が ，ぉ軸と交わる点の座標を求めよ」と問題の文章で示されていることなどであろう。


















の知識 ・理解 ・操作をじゅうぶんに身につけさせ ，一次の関係にかいては，比例の関係と対比させて ，
その異同を明確につかませてたかなければならない。ところで一次の関保の基礎である比例の関係の対
応 ・変化の理解も不じゅうぶんである。
対応、 ・変化の理解は ，比例の関係に沿いても ，一次の関係にbいても ，導入.段階で適切な指導が行な
われていなければならない。例えば，ゴムひもで，三角形や長方形を作って ，その面積と高さや辺との














この誤答例を生徒に示して ，その誤った理由を考えさせたり ，批判させたりして ，基礎的知識・理解



























選ふ'能力 {式→文章} と，文章の意味を式で表わす能力 {文章→式}とを比較検討した。その結果によ
一令
ると ，どちらの方向 {式 文章}がむずかしいとはいえない。それは問題の内容や形式によって違うこ
‘ー
とがわかった。したがって，このことに留意して，式や文章の意味を表わす指導を行なうことがたいせ
つであると考える。
(大 森 忠勢)
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